
令和７年度沖縄県立芸術大学大学院造形芸術研究科入試（９月入試） 

 比較芸術学専修 出題意図 

 

筆答試験Ⅰ（英語） 

・出題文は、英国の美術史家、批評家クライブ・ベル『美術』（1913）より。内容理解を確認

するためのタイトルづけに加え、長文の記述全体の理解を確認するための要約を課した。 

・語彙は比較的平易で、文法構造も複雑な箇所はそれほどない。内容を的確にくみ取り、な

るべく明快な日本語で要約できるかどうかを見た。 

筆答試験Ⅰ（日本語小論文） 

・日本語小論文は以下の点について評価する意図で出題した。 

1.日常的な場面で使われる日本語の理解・運用に加え、抽象的な思考を日本語で言語化

できているか。 

2.根拠に基づいた論理的な主張がされているか。 

3.問題を正しく理解し、適切に解答しているか。 

4.論旨は明確か。 

5.パラグラフ（段落）を構成要素としているか。 

6.適切な文字数で論じられているか。 

7.誤字・脱字・口語がないか。 

8.助詞を適切に使っているか。 

9.原稿用紙を適切に使っているか。 

筆答試験Ⅱ（日本文学） 

・出題は「言文一致運動」について論じる、というものである。出題文は日本文学を学ぶ上

で、しばしば「言文一致体が完成された小説」と解説されるものである。日本文学史上の

重要事項等について基礎的な知識を有しているか、また、用語を正確に把握しているかを

問うている。また、作文については以下の点について評価した。 

1.根拠に基づいた論理的な主張がされているか。 

2.問題を正しく理解し、適切に解答しているか。 

3.論旨は明確か。 

4.パラグラフ（段落）を構成要素としているか。 

5.適切な文字数で論じられているか。 

6.誤字・脱字・口語がないか。 

7.助詞を適切に使っているか。 

8.原稿用紙を適切に使っているか。 

 



筆答試験Ⅱ（美術史） 

・美術史を学ぶ上で必要な知識を有しているか、美術史における重要な事項について考察で

きるか、自分の考えを合理的に論述できるかの能力を評価するための問題である。 

・美術史を西洋、日本（琉球・沖縄を含む）、アジア（日本・琉球・沖縄を除く）に分け、そ

れぞれの地域の美術に特徴的な事柄を選択肢とした。 

・また、文献の検索能力や読解力を見るために、参考文献を明示することを求めた。 

研究計画書・口述試験 

・修士課程での学修にふさわしい、高度な研究計画が立てられているかどうか。また、提出

された研究計画書に対して、自らの研究内容をきちんと理解し、研究に必要な基礎的知識

と意欲を持ち合わせているかどうかを評価した。 

 



1 
 

沖縄県立芸術大学大学院 造形芸術研究科（修士課程） 令和７年度入試（９月試験） 

 比較芸術学専攻 筆答試験 I（語学） 英語 

※生成 AI および自動翻訳ツールは使用しないこと。 

※辞書類は使用しても構わない。 

 

問題 下の英文を読んで、次の１，２すべてに解答せよ。 

１ この英文に対し適切なタイトルを英語で記しなさい。 

２ 英文全体の内容を日本語で要約しなさい。 
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（Clive Bell, Art. Frederick A. Stokes, New York, 1913, 276-83.） 

 



    沖縄県⽴芸術⼤学⼤学院（修⼠課程）造形芸術研究科 
    令和７年度 ⽐較芸術学専攻 筆答試験 I 【⽇本語⼩論⽂】 
 
【問題】 
 下記のテーマについて論じなさい（2,000 字以内）。 
 

 ○「モノ」を通して⾒る⽂化の交流 

 
【留意事項】 
 1.別紙の解答⽤紙に HB 以上の濃さの鉛筆またはシャープペンシルで書くこと。 
  解答⽤紙⼀枚は 400 字。 
 2.⾃筆（⼿書き）で書くこと。 
 3.横書きで書くこと。 
 
 



沖縄県⽴芸術⼤学⼤学院（修⼠課程）造形芸術研究科  

       令和７年度 ⽐較芸術学専攻 筆答試験 II【⽇本⽂学】  

  

【問題】 

下記の⽂章を読んで、「⾔⽂⼀致運動」について論じなさい（2,000 字以内）。なお、

問題⽂は⽥⼭花袋『蒲団』である。 

  

出典：⽥⼭花袋『蒲団・重右衛⾨の最後』新潮⽂庫、新潮社（1997 年 5⽉ 25⽇ 72刷）  
  

【留意事項】  
     1.別紙の解答⽤紙に HB 以上の濃さの鉛筆またはシャープペンシルで書くこと。  
     解答⽤紙⼀枚は 400 字。  
     2.⾃筆（⼿書き）で書くこと。  
     3.横書きで書くこと。  
  
  

【問題⽂】  

  

  

  



沖縄県立芸術大学大学院（修士課程）造形芸術研究科 

令和７年度(9月試験)比較芸術学専攻 筆記試験 II(専門科目)美術史 

 

問１、２、３のすべてに解答しなさい。 

問1. 西洋美術史について、下記の選択肢からテーマを一つ選び、論述しなさ

い。                       （2000 字以上） 

選択肢 人体・イコノロジー・静物画 

問2. 日本美術史（琉球・沖縄を含む）について、下記の選択肢からテーマを

一つ選び、論述しなさい。             （2000 字以上） 

選択肢 城（グスクも可）・アニメーション・妖怪 

問3. アジアの美術史（日本・琉球・沖縄を除く）について、下記の選択肢から

テーマを一つ選び、論述しなさい。         （2000 字以上） 

選択肢 磁器・墓葬・吉祥文 

 

※解答は、本人が鉛筆で手書きすること。 

※生成 AI は使用しないこと。 

※すべての解答について参考にした文献等を明示すること。 

 


